
平成 30 年度学生支援プロジェクト事業成果報告書 

義肢ファッションプロジェクト活動報告 

代表者 藤村 素直 (工学部安全システム建設工学研究科 1 年) 

 

1. 目的と概要 

 本プロジェクトは香川県内における四肢欠損を持つ義肢使用者を対象とした

義肢のファッション化を目的とする. また義肢にファッション的な要素を持た

せることによって健常者に義肢に関する偏見や差別を軽減させることも目的と

する.  

 概要としては未来創造部のメンバーを主体としたチームで義肢に対して装着

するカバーを製作し, 四肢欠損者の方に装着, 評価する. またその際, 義肢製作

所の技術者や県内の義肢に関する施設に連絡を取り, 協力していただいた. 本

プロジェクトでは四肢欠損を持つ個人に義肢をアジャストさせるために 3D プ

リンター・3D CAD を用いることで興味のある人に対して, 誰にでも対応できる

ようにプロジェクトを立案した. また同時に先端技術を部活内の生徒に共有し

理解を深めた.  

 

2. 実施期間 

平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日(継続を希望する) 

 

3. 成果内容及びその分析・評価等 

 本プロジェクトは義肢に対してカバーを製作することを目的として活動を行

った. 具体的には高松で行われた日本パラ陸上競技大会への視察, またそこで

活動されていた企業の方への取材, そして部内でデザイン案の作成, 外部企業

とのコンタクト等, 多岐にわたる. しかし肝心の四肢欠損を持つ方とのコンタ

クトには至らなかった. これについては様々な要因が挙げられるがそれは 6.反

省で記述する.  

 一方で成し遂げたこととしては3Dプリンターについての理解, カバーのデザ

イン案の作成, また県内公的機関である高松福祉障害相談所との協力が挙げら

れる. 特に高松福祉障害相談所においては実際に装飾義肢の外装を製作してい

る株式会社ティプロ様を紹介していただき, 実施期間中には間に合わなかった

が今後のプロジェクトを進めるにあたり, 大きな影響を持つこととなった.  

 



4. この事業が本学や地域社会等に与えた影響 

 本プロジェクトを通して未来創造部では以前から興味を持っていた 3D プリ

ンターに関する技能を所得することができた. この経験は今後, 研究や実社会

に出ても大きな利益であると考える. またまだ達成できていない目標ではある

が義肢に関する偏見や差別に関するカウンターとして本プロジェクトは大きな

社会的意義があると考える.  

 

5. 自分たちの学生生活に与えた影響 

藤村 

 私は本プロジェクトを通して数多くのことを学びました. 大きく分けて二つ

のことです.  

 まず初めにリーダーシップについてです. この事業で私は代表としてチーム

を進めるエンジンのような役割を果たしました. それは山本五十六の名言にあ

るように「やってみせ 言って聞かせて させてみて 褒めてやらねば 人は

動かじ」という役目です. そして経営学者であるドラッカーのマネジメントを参

考としました. 私はプロジェクトを進めるにあたり, チームメンバーに役割を

振り分けました. それは個々の適正を見極め, そしてどのように活動している

のかを十分に把握する必要がありました. そこでいつも以上にコミニケーショ

ンをとり, 情報を集めました. 失敗の方が多かったと感じています. しかしそん

な中でもメンバーをやる気にさせ, プロジェクトを進めることができたのは私

の学生時代における一つの財産だと思います. この経験は実社会においても大

変役にたつでしょう.  

次にスケジュール管理, あるいはスケジュールを立てることに関してです. 1 点

目で失敗の方が多かったと書きましたがそれは主にスケジュールの立て方が悪

かったというのが理由です. 例えば一週間で終わる業務に一週間の日程を立て

るのではどこかでボロが出るということです. 例では短い期間で例えましたが

これが一ヶ月単位のスケジュールなら 3 日ほどずれます. その結果として失敗

したことも多かったように思います. よって以降では予備, あるいは安全マー

ジをとり, スケジュール通りにプロジェクトを進める必要性を痛感しました.  

上記のように失敗の多いプロジェクトではありましたが, 自身としては大きく

成長できるいい経験だったと思います.  

 



森木 

 私はプロジェクトチーム内で主に対外に対してのアポイントを取ることや資

料の準備などを担当しました.  

 自分の役割は製作担当と外部の人の間に入り, プロジェクトをサポートする

ことでした. 自分が主体的にプロジェクトを進めるのではなく, サポートに徹

することでチームメンバーを助けることは予想以上に大変でした. また研究と

同じような要領でやっても物事が進まないことを知り, 自分のやってきた研究

が誰かからのアウトプットで構築されていることを痛感しました. プロジェク

トでは先が見えないので自分で考え, まとめて, チームメンバーと共有するこ

とが大事だと思いました. これらの技能はこれから社会に出て行く上でとても

大切なことだと思うので大変貴重で意味のある経験ができたと思います.  

 

6. 反省点・今後の展望・感想 

 本プロジェクトははっきり言って初年度は主に土台作りに徹底するような年

度でした. よって次年度では初年度で築き上げた土台から, もともと計画して

いた義肢を使用する人へ実際に着用していただき感想をもらいたいと考えてい

ます. また大きな展望として 2020 年度に予定される東京パラリンピックに出場

する選手へのアクセサリーとしての提供も考えており, その目標に向かって努

力したいと考えています. またもう 1 点, 夢があります. それは本プロジェクト

を通じてデザインした義肢カバーをインターネットなどで配布し, 義肢を使用

する人が服を買うような感覚でオーダーメイドのカバーを利用できるようにす

ることです. それはまだ夢のまた夢のようなものですがそれが本プロジェクト

の根本にある義肢への偏見や差別に対するカウンターに繋がると考えているか

らです.  

 最後に本プロジェクトを通じてお世話になった創造工学部会計係の新井様, 

意見をいただいた香川県福祉障害相談所の松村様, そして支援をいただいた学

生生活支援グループの皆様に感謝いたします.  

 

7. 実施メンバー 

代表者 藤村 素直(工学部修士課程 1 年) 

構成員 柴田 慶一郎(工学部博士課程 2 年) 

 榊原 洋子(工学部修士課程 1 年) 



 森木 和志(工学部修士課程 1 年) 

 西岡 昌太(工学部修士課程 2 年) 

 我部山 喜弘(工学部 4 年) 

 安藤 愛莉(工学部 4 年) 

 

8. 執行経費内訳書 

 


